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金 … 木… だ…よ…り

こ
の
冬
、
近
年
に
な
い
大
雪

に
悩
ま
さ
れ
た
津
軽
平
野
の
至

る
所
で
雪
害
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
金
木
町
と
て
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
金
木
中
学
校
で
は

軒
が
こ
わ
れ
た
り
、
渡
り
廊
下

と
講
堂
の
屋
根
に
穴
が
あ
い
た

雪
切
り
奉
仕
大
活
躍

役
場
職
員
も
参
加

り
し
て
い
ま
す
。

だ
が
、
人
家
の
被
害
が
な
か

っ
た
の
は
、
雪
切
り
奉
仕
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お

か
げ
で
す
。

今
回
雪
切
り
奉
仕
に
協
力
し

て
下
さ
っ
た
の
は
、
富
士
生
活

1

(老人憩いの家の雪切りをする富士生活改善クラブ）

消
防
庁
長
官
表
彰
の

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

改
善
ク
ラ
ブ
（
神
原
）
金
木

町
消
防
団
、
金
木
町
役
場
職
員

の
み
な
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け

て
融
雪
に
よ
る
被
害
が
で
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
排
水

等
に
は
、
ご
近
所
協
力
し
あ
っ

て
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

金
木
か
ら
三
名

②
か
わ
り
ぎ
ょ
う
ざ

①
じ
ゃ
が
い
も
を
ゆ
で
る

②
玉
ね
ぎ
（
み
じ
ん
切
り

）
と
ひ
き
肉
を
妙
め
る

③
い
も
が
煮
え
た
ら
、
す

り
つ
ぶ
す
。

④
②
の
妙
め
た
も
の
に
、

塩
、
こ
し
ょ
う
、
マ
ー

蕊燕難燕醗
溌議

鍵驚燕
蟻
燕燕
議
燕
燕
燕
諜
蕊
蕊燕
燕
蕊
諜
凝
議
燕
瀧溌燕燕燕
蕊蕊燕燕議

(平川久次郎氏）

ｰ－9

金
木
高
校
家
庭
科

昭
和
五
十
一
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
が

金
木
町
消
防
団
の
平
川
久
次
郎

氏
（
副
団
長
）
・
鳴
海
為
之
助

氏
（
第
四
分
団
長
）
・
対
馬
要

治
氏
（
第
二
分
団
部
長
）
の
三

氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
リ
ン
を
入
れ
、
③
の

い
も
と
混
ぜ
る
。

⑤
ぎ
ょ
う
ざ
の
皮
に
包
む

（
水
溶
き
片
栗
粉
を
つ

け
て
、
は
が
れ
な
い
よ

う
に
す
る
。
）

⑥
一
八
○
度
の
油
で
揚
げ

る
。

(鳴海為之助氏）

⑦
か
ら
し
酢
じ
よ
う
ゅ
を

添
え
る
。

●
材
料
（
四
人
分
）

○
じ
ゃ
が
い
も
中
四
個

○
玉
ね
ぎ
五
○
壱

○
ひ
き
肉
八
○
弩

○
ぎ
ょ
う
ざ
の
皮
二
○
枚

○
塩
少
々

○
こ
し
ょ
う
〃

○
マ
ー
ガ
リ
ン
大
さ
じ
二

○
揚
げ
油
適
量

○
酢
大
さ
じ
四

○
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
四

○
練
り
が
ら
し
小
さ
じ
一

鳴
海
氏
は
金
木
町
消
防
組
消

防
手
拝
命
以
来
三
十
九
年
余
の

功
績
に
よ
り
、
ま
た
平
川
氏
。

対
馬
氏
の
両
名
も
と
も
に
三
十

七
年
余
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

(対馬要治氏）

（2）
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喜
良
市
老
人
ク
ラ
ブ
（
近
藤

元
二
会
長
）
に
属
し
て
い
る
柏

木
ク
ラ
ブ
婦
人
部
よ
り
、
静
和

園
（
中
里
町
）
に
〃
お
し
め
〃

（
柏
木
ク
ラ
ブ

婦
人
部
の
み
な
さ
ん
）

国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
保

険
料
の
納
付
・
加
入
や
脱
退
の

手
続
き
等
の
届
出
や
請
求
が
必

要
で
す
が
、
主
な
も
の
は
次
の

六
つ
に
な
り
ま
す
。

◎
加
入
の
届
出

加
入
に
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
、
希

望
に
よ
り
加
入
で
き
る
場
合
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
の
納
付

加
入
し
て
も
保
険
料
を
納
め

静
和
園
に
〃
お
し
め
〃
を
寄
贈

柏
木
ク
ラ
ブ
婦
人
部

す
。

◎
保
険
料
の
免
除

収
入
が
少
な
い
た
め
保
険
料

Ｐ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
齢

に
よ
り
、
納
付
期
間
が
二
十
四

年
か
ら
十
年
ま
で
短
縮
さ
れ
ま

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
同
婦

人
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
喜
良

市
の
各
神
社
に
福
俵
や
〆
縄
を

奉
納
す
る
な
ど
、
数
々
の
奉
仕

一
月
二
十
日
、
御
詠
歌
大
和

識
金
木
支
部
（
支
部
長
山
形
茂

之
進
、
ほ
か
十
七
名
）
か
ら
、

三
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

御
詠
歌
大
和
講
で
は
、
毎
年

寒
修
業
で
集
め
ら
れ
た
お
金
を

町
に
寄
附
し
て
い
ま
す
が
、
今

静
和
園
入
園
者
に

見
舞
金
を
／
・

御
詠
歌
大
和
講
金
木
支
部

年
金
を
受
け
る
た
め
の

六
つ
の
条
件

を
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
年
金

係
へ
相
談
し
て
免
除
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
他
の
年
金
制
度
と
の
関
係

国
民
年
金
の
加
入
者
が
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
や

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
喜
良
市
老
人
憩

い
の
家
に
近
藤
会
長
と
婦
人
部

員
十
八
人
余
り
が
集
ま
り
、
百

枚
ほ
ど
の
〃
お
し
め
〃
が
縫
い

あ
げ
ら
れ
、
全
部
で
六
百
枚
が

静
和
園
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

回
寄
附
さ
れ
た
三
万
円
は
、
津

軽
北
部
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム

静
和
園
（
中
里
町
）
に
金
木
町

か
ら
入
園
し
て
い
る
方
へ
の
見

舞
金
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

坐り

そ
の
反
対
に
厚
生
年
金
な
ど
の

加
入
者
が
会
社
を
や
め
た
場
合

に
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手

続
き
や
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ

れ
ら
の
手
続
き
を
せ
ず
に

放
っ
て
お
く
と
、
国
民
年
金
は

も
ち
ろ
ん
、
他
の
年
金
制
度
か

ら
も
年
金
（
通
算
年
金
）
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

。
年
金
受
給
の
手
続
き
を
す
る

労
働
保
険
料
の
申
告
書
の
提

出
と
保
険
料
の
納
付
は
、
毎
年

四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
保
険
加

入
者
で
あ
る
事
業
主
が
自
主
的

に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
例
年
、
法
定
期
限
で
あ
る

五
月
十
五
日
ま
で
に
手
続
き
を

さ
れ
な
い
方
が
多
数
あ
る
た
め
、

当
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
の

職
員
が
個
別
に
事
業
所
へ
行
き

収
集
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

労
働
保
険
料
の
申
告
及
び
納

青
森
労
働
基
準
局
か
ら

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

｜
」
‐
〆
」
◎

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金

を
は
じ
め
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
七
種
類
の
年
金
と
死

亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
が
、
該

当
す
る
方
の
全
部
に
つ
い
て
、

役
場
で
把
握
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
む
ず
か
し
い
の
で
、
本
人

の
請
求
が
あ
っ
て
か
ら
年
金
を

支
給
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
年
金
受
給
中
に
も
手
続
き
が

付
が
期
限
内
に
行
わ
れ
ま
せ
ん

と
、
保
険
納
付
そ
の
他
の
労
災

業
務
全
般
の
事
務
処
理
に
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
い
だ
け
で
な
く

申
告
諜
未
提
出
の
場
合
に
は
、

保
険
料
の
認
定
決
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
群
の
用
紙
、
手
続
き
の

説
明
排
な
ど
は
四
月
初
旬
に
お

手
元
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
が
、

な
る
今
へ
く
早
目
に
申
告
、
納
付

し
て
下
さ
い
。

年
度
更
新
の
説
明
会
や
指
導

必
要
。す

で
に
年
金
を
受
け
て
い
る

方
に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
安

心
し
て
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
一
回
の
現
況
の
届
出
や

住
所
・
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

の
届
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届

出
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
年
金
を
支
払
う
こ

と
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
す
。

※
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
年

金
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
場
所
、
日
程
に
つ
い
て
は
、

申
告
書
用
紙
等
を
送
付
の
際
に

ご
案
内
し
ま
す
か
ら
、
ご
都
合

の
よ
い
会
場
と
日
時
を
選
ん
で

お
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

（
会
場
・
日
程
）

●
青
森
監
督
署
管
内

青
森
県
教
育
会
館

四
月
十
二
～
十
四
日

午
前
十
時
～
午
後
一
時

●
弘
前
監
督
署
管
内

青
森
県
り
ん
ご
商
業
会
館

四
月
十
三
～
十
五
日

午
前
十
時
～
午
後
一
時

●
五
所
川
原
監
督
署
管
内

五
所
川
原
市
民
文
化
会
館

四
月
二
十
一
～
二
十
二
日

午
前
十
時
～
午
後
一
時

１
１
ｑ
ｌ
ｐ
ｕ
ｌ
ｌ
ｂ
ｑ
‐
１
ｌ
ｂ
■
Ｉ
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（
一
月
）

氏
名
保
識
者
町
名

伊
藤
尚
博
（
国
博
）
嘉
瀬

広
瀬
大
吾
（
友
昭
）
嘉
瀬

荒
関
路
恵
（
照
雄
）
金
木

川
山
裕
美
子
（
敬
一
）
金
木

伊
藤
孔
（
進
）
金
木

根
井
泰
伸
（
懐
ご
金
木

野
宮
浩
司
（
忠
美
）
金
木

（
五
月
一
日
）

○
教
育
統
計
渦
交

（
五
月
十
五
日
）

○
事
業
所
統
計
調
盃

－ご誕生‐

おめでとう
昭
和
五
十
二
年
度
の

縁
統
計
調
査

q

外
崎
鋼
浩
（
裕
幸
）
金
木

中
谷
公
哉
（
明
康
）
川
倉

工
藤
真
澄
（
登
）
川
倉

鳴
海
貴
雄
（
恭
治
）
嘉
瀬

阿
部
幸
子
（
亜
光
）
嘉
瀬

伊
藤
真
奈
美
（
敏
）
喜
良
市

今
誠
行
（
姉
野
）
喜
良
市

神
恵
美
子
（
哲
三
）
嘉
瀬

古
川
鈴
子
（
克
平
）
喜
良
市

松
坂
裕
嗣
（
裕
）
金
木

大
橋
真
一
（
信
政
）
喜
良
市

（
五
月
二
十
五
日
）

○
全
脚
物
価
統
計
洲
交

（
抽
出
洲
交
）

人口と世帯 数

男7，398

人口女7，435

計14,833

世帯数3，698

(S52．3．1現在）

､

（
鋤
拝
曾
遮
睡
癖
↓
一
唯
皐
癖

（
窪
蝿
準
睡
霊
五
錘
洲
奈
雌

（
率
維
坤
↑
一
璋
塞
一
》
力
榊

へ
山
田
政
夫
（
貞
夫
）
金
木

一
小
山
内
陵
（
武
之
進
）
中
柏
木

（
馴
結
輪
一
秀
織
癌
酔

成
田
友
美

岡
田
ひ
ろ
み

古
川
良
英

今
梨
恵

山
中
久
照

（
二
月
一
日
）

○
青
森
雌
艘
業
韮
本
調
査

（
十
二
月
三
十
一
日
）

○
工
業
統
計
洲
盃

（
七
月
七
日
）

○
就
業
構
造
蕊
本
調
査

（
抽
出
調
査
）

－ご結婚‐

おめでとう

（
好
広
）

（
栄
）

（
良
三
）

（
俊
光
）

（
久
二

〆へ

月
一

中
柏
木

喜
良
市

喜
良
市

金
木

嘉
瀬

目

（
叫
榊
轆
喬
一
甦
郷
一
崎
潟
癖

（
稚
辺
榊
荏
一
基
郵
一
誕
阜
緋

へ
近
藤
豊
明
（
豊
）
喜
良
市

一
佐
野
敏
恵
（
忠
雄
）
福
島
県

（
幅
跨
り
韮
↑
一
樒
四
賠
一
諦
潟
癖

（
恥
畔
文
誠
一
垂
峠
一
唯
玉
時

（
筆
啄
サ
雍
謎
一
紳
四
鋤
一
率
鋒
諦

（
惟
階
確
唾
一
睡
雄
一
諦
諏
補

（
軸
評
ま
さ
郡
一
癖
燕
一
岬
造
調

（
癖
祁
癌
塞
一
噺
嘩
一
華
野
栖

音

死
亡
者

毛
内
順
之
助

大
橘
ス
ワ

泉
谷
き
よ

白
川
シ
ワ

小
林
才
助

長
尾
小
一

へ′一、〆~、〆~、／~、〃~、年〆-、
四匹堅塑哩哩齢一

金金金川貴嘉町月
木木木倉市瀬名、-′

岸 勺

原
田
繁
樹
（
１
）
中
柏
木

今
千
年
（
、
）
喜
良
市

葛
西
唯
一
（
師
）
喜
良
市

米
谷
九
八
（
姥
）
喜
良
市

今
義
衛
（
弱
）
嘉
瀬

阿
部
昭
一
（
犯
）
金
木

白
川
与
三
郎
（
網
）
川
倉

原
田
リ
ヱ
（
死
）
嘉
瀬

桑
田
一
生
（
“
）
喜
良
市

三
上
政
雄
（
、
）
喜
良
市

西
村
政
次
郎
（
艶
）
喜
良
市

石
戸
谷
じ
ゅ
ん
こ
（
田
）
神
原

小
山
内
て
つ
（
媚
）
喜
良
市

〆ーヘ一一、一一～一一～〆一、〆一、一一～一一～〆一、

白加黒向山花前近山三坂小平大古桑今エ
ノ1l藤ノll川崎田田藤田上田野山橘川田藤
由 サ偶賢
美利弘義ツ和則冷雅子一洋敏高貞泰吉
子夫子 雄 エ 治 子 茂 子 晟 へ 郎 子 雄 子 男 子 一
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金
木
だ
よ
り
を
と
お
し
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画

室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

先
Ｈ
、
町
議
会
議
長
の
野
宮

雄
造
氏
よ
り
次
の
よ
う
な
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

「
香
花
料
に
町
内
名
を
僻
い
た

ら
ど
う
か
。
結
婚
式
だ
と
当
事

者
よ
り
招
待
さ
れ
て
い
く
け
れ

ど
、
葬
儀
の
場
合
は
家
族
の
中

の
誰
の
関
係
で
上
げ
ら
れ
た
香

花
料
な
の
か
氏
名
を
見
た
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
と
き
が
あ
る

か
ら
〕

な
る
ほ
ど
、
と
思
い
ま
し
た

み
な
さ
ん
に
も
思
い
あ
た
る
事

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
で

し
ょ
う
。
い
い
こ
と
は
生
活
に

取
り
入
れ
て
は
。

雪
も
と
け
て
春
め
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
鵬
家
の
み
な
さ
ん

も
あ
と
も
う
わ
ず
か
で
、
田
ん

ぽ
に
入
っ
て
田
植
え
の
準
術
で

す
ね
。
今
年
は
き
っ
と
豊
作
で

し
ょ
う
。

I
雑
繍
艤
灘
識
癖
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